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論文内容の要旨

タカジアスターゼより結晶 Taka-amylase A を精製する過程の廃液であるリバノール上澄液より Ta­

ka-maltase の精製を試みた。弱塩基性イオン交換樹脂， Duolite A-2 ，を用~，たカラムクロマトグラフ

ィーで分離を行い， O.lM acetate buffer で浴出してくる区分に， α-glucosidase 作用と maltase 作用が

一致し amylase 作用を示きない 2 つの peak を得た。先に溶出する方を Taka-maltase 1 ，後から浴出す

る方を Taka-maltase II とする。原料のタカジアスターゼに比較して， Taka-maltase 1 は約 150 倍に，

Taka-maltase II は約 100 倍に精製されている。

この両酵素について基質特異性，至適作用 pH 域， pH一安定性および熱安定性を調べた， 両酵素共に

maltose ， α-methyl-d-glucoside ， αphenyl-d-glucoside ，を分解し， α-glucosidase 作用を示すと共に，

transgl ucosidase 作用を示す。然し amylase ， sucrase , cellobiase 作用等は示さない。至適作用 pH 域

は両酵素とも pH 4.8 付近にあり差は認められぬ口 pH・-および熱一安定性は両酵素の間に大きな差はな

いが， Taka-maltase II の方が Taka-maltase 1 に比較してより安定である。 この両酵素は酵素作用は

同じであるが蛋白質としては異るものと思われる。

Taka-maltase 1 についてきらに基質特異性， Michaelis 定数および種々の糖による阻害を調べた o Takaｭ

maltase 1 は maltose ， α-methyl-d-glucoside ， α-phenyl-d-glucoside ， α-methyl-maltoside ， α-phenyl­

maltoside を加水分解し，その比水解速度は 1 : 0.0048 : 0.092 : 0.0096 : 0.54 である。 amylose ， sucrose , 

raffinose , trehalose , cellobiose , lactose を加水分解しない。この酵素は基質の水解に際して α-glucosyl

基を基質または生成物に転移して新しい oligosaccharide を生成する Transglucosidase 作用を示す。

Taka-maltase 1 の Michaelis 定数はmaltose および α-phenyl-d-glucoside を基質にした場合それぞ

れ 3.5X10- 3M ， 9.3x10-4M である。 Taka-maltase 1 に対して d--glucose ， d-xylose , trehalose , sucｭ

rose , raffinose は括抗的阻害を示し， d-mannose , d-galactose , cellobiose , lactose , rhamnose , mannitol. 

sorbitol , inositol は阻害を示さなかった。
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基質および括抗的阻害剤の立体的構造， および阻害を示さなかった d-mannose ， d-galactose , celloｭ

biose の立体的構造から酵素と基質の結合様式を推論した。酵素と基質が結合する場合に次の模式図の如

く，基質の α-glucosyl 基の pyranose 面が酵素表面と平行になる様に配位し， α-glucosyl 基のC1の酸素

原子と C2 および C4 の hydroxyl 基の 3 個所で酵素内の >C ニ O 叉は >N-H 基との聞に水素結

合を作って 3 点結合をするものと考えられる。

H2COH 
J 0 H A ~\ H 
X OH .. )く R
HO \~-r ¥01 
i H OH 

Enzγme 

論文の審査結果の要旨

タカマルターゼは Aspergillus oryzae の分泌する酵素であって，古くより多くの酵素化学者によっ

て研究された酵素であるが，共存する糖化型アミラーゼとの異同，五じ質特異性に関しては諸説紛々 Tこる状

態であった。松島君はタカマルターゼ、を酵素的並ぴ‘にクロマトグラフィー的に単一な状態に分離し，基質

特異性並びに酵素基質の結合様式について研究を行った。

タカジアスターゼより結晶 Taka-amylase A を精製する過程の廃液であるリバノール上澄液より Taka­

maltase の精製を試みた。弱塩基性イオン交換樹脂 Duolite A-2 を用いたカラムクロマトグラフィーで

分離を行い。 0.1 M acetate buffer で溶出してくる区分に， αglucosidase 作用と maltase 作用が一致し

amylase 作用を示さない二つの peak を得た。先に溶出する方を Taka-maltase 1 ，後から溶出する万を

T aka -maltase II とする。原料のタカジアスターゼに比較して， Taka-maltase 1 は約150倍に， Taka-maｭ

ltase II は約 100倍に精製されている口乙の両酵素について基質特異性，至適作用 pH 域， pH~安定性お

よび熱安定性を調べた。両酵素共に maltose ， αmethyl-d-glucoside ， αphenyl-d-glucoside を分解し，

αglucosidase 作用を示すと共に， transglucosidase 作用を示す。然し amylase ， sucrase , cellobiase 作

用等は示きない。至適作用 pH 域は両酵素とも pH 4.8 付近にあり差は認められぬ。 pH-および熱一

安定性は両酵素の聞に大きな差はないが， Taka-maltase II の方が Taka-maltase 1 に比較してより安定

である。この両酵素は酵素としては同じであるが，蛋臼質としては異るものと思われる。

T aka -maltase 1 について更に基質特異性， Michaelis 定数および種々の糖による阻害を調べた口 Taka­

maltase 1 は maltose ， αmethyl-d-glucoside ， α-phenyl-d-glucoside ， α-methyl-maltoside ， αphenyl­

maltoside を加水分解し，その比水解速度は1 : 0.0048 : 0.092 : 0.0096 : 0.54 である。 amylose ， sucrose , 

raffinsoe , trehalose , cellobiose , lactose を加水分解しない。乙の酵素は基質の水解に際して αglucosyl
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基を基質または生成物に転移して新しい oligosaccharide を生成する Transglucosidase 作用を示す。

Taka-maltase 1 の Michaelis 定数は maltose および αphenyl-d-glucoside を基質にした場合それぞ

れ 3.5Xl0- 3 M , 9.3Xl0一生 M である。 Taka←maltase 1 に対して d-glucose ， d-xylose , trehalose , 

sucrose , raffinose は括抗的阻害を示し， d-mannose , d-galactose , cellobiose , lactose , rhamnose , 

mannitol , sorbitol , inositol は阻害を示さなかった。

基質および括抗的回害剤の立体的構造および阻害を示さなかった d-mannose ， d-galactose , cellobiose 

の立体的構造から酵素と基質の結合様式を推論した。酵素と基質が結合する場合に，次の模式図の如く，

基質の α-glucosyl 基の pyranose 面が酵素表面と平行になる様に配位し， α-glucosyl 基の Cl の酸素

原子と C2 およぴ C生の hydroxyl 基の 3 ケ所で、酵素内の >C=o 叉は >N一日基との聞に水素

結合を作って 3 点結合をするものと考えられる。

H2COH 

H ぷ一一 O'\. H 

ノ'OH H/,O- R 
Ho 干ーーーーイ

l E~Ænæ I 

以上松島君はタカマルターゼの基質特異性を明らかにし，且つその作用様式に関して重要な示唆を与え

たもので酵素化学の進歩に貢献する所大である。

乙の論文は理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める D
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